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外国人住民の増加 国籍構成の変化

● 東南アジア国籍の増加 (ベトナム、インドネシアなど)

2データソース：出入国在留管理庁 (2024)『令和６年６月末現在における在留外国人数について』
https://www.moj.go.jp/isa/publications/press/13_00047.html



行政文書の多言語化 例
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https://www.city.kishiwada.lg.jp/upl
oaded/attachment/154853.pdf

https://www.city.kishiwada.l
g.jp/uploaded/attachment/1
54853.pdf

https://www.city.saga.lg.
jp/main/50358.html



MTの３つのリスク (Canfora & Ottmann, 2020)  

● 翻訳ミス

● アカウンタビリティ（説明責任）

● サイバーリスク
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どのように品質保証
（QA）？



研究参加自治体

A市

• 人口
500,000+

• 外国人住民
2.41%

B市

• 人口
200,000 –
500,000

• 外国人住民
1.46% 

C市

• 人口
50,000 –
200,000

• 外国人住民
3.4%*

*急増中
外国人住民比率全国平均 2.39%（2023年総務省） 5



● 翻訳ポリシーの欠如（「多文化共生推進プラン」

でも具体的記述の不足 ）
(島津 2022, 2023；宮田・島津 2025)

● 機械翻訳に関するガイドラインの欠如
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正式なプロセスがないなら、実際に
どんな取り組み？



MTの品質保証（QA）ストラテジー
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逆翻訳S1

● 音声翻訳ソフトの多くでインターフェースに搭載

● 総務省が音声翻訳サービスで奨励（総務省 2021, p.13）
● しかしエラーを見過ごす可能性あり (Zouhar et al., 2021) 
-> 間違ったMTリテラシー促進のリスク (Bowker & Buitrago 
Ciro, 2019)
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● 複数のMTエンジンを使用（LLM翻訳を含む）し、出力を

比較

● しかし、母語話者不在では厳密な判断は無理

複数のMT訳の比較S2
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MTの品質保証（QA）ストラテジー
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● 多くの自治体がすでに「やさしい日本語」を推

奨・使用

● プリエディットに応用したケース

● 翻訳の品質評価ができない

● 時間がかかる

「やさしい日本語」でプリエディットS3
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『市職員の中にもその言語に優れてる者が別の部署にいるの

で、お願いして見てもらう』

● 母語話者が同僚にいないときは無理、または不完全

● マイナー言語は難しい

● 「言語能力」と「翻訳能力」の混同 (Klitgård, 2018)

同僚に聞くS4
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● Accidental QA （偶然のQA）- C市

ネパール人住民との会話で翻訳エラーが発覚

イベントでの屋台出店料 補助⇔支払い ［重大エラー］

⇒ 計画的QAの欠如

⇒ 外国人住民の日本語能力に依存（QA人材の指針なし）

外国人住民の協力S5
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18

QA

個人

逆翻訳 S1

複数のMT訳の比較 S2

やさしい日本で
プリエディット

S3

複数人
同僚に聞く S4

外国人住民に聞く S5

組織 翻訳者の雇用 S6



● 英語母語話者の正規採用 外国の翻訳修士保持者

● 英語・韓国語・中国語の母国語話者またはニアネ

イティブ 翻訳者 計７人（会計年度職員）

● 採用時に『翻訳能力』をチェック

● 翻訳者によるポストエディット

● しかしそれ以外の言語は内部チェックができない

翻訳者の雇用 A市S5
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● ベトナム人 会計年度職員を採用

⇒ベトナム語翻訳効率アップ

● 『日本の大学を卒業してくれてて、日本語も割と

できるし』『たまたま運よく来ていただいた』

⇒翻訳関係の採用ポリシーの欠如、職員が翻訳能力

を推測

翻訳者の雇用 C市S5
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まとめ

MTのQAには「人材」が重要
● 数年ごとに部署異動→暗黙知の損失

● 翻訳専門職の採用基準の欠如

● 翻訳ポリシーやガイドラインの欠如 →現場努力でのQAの実施

翻訳に関するガイドライン、ポリシー、訓練方法、

採用基準の明文化が望まれる

（最新MT技術だけでは不十分） 21
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研究プロジェクト

円滑な多言語情報発信を可能にする自治体横断型翻訳資源
の構築 “TR4LG”

本プロジェクトは
JSPS科研費
23K28378の助成を
受けています。

https://tr4lg.p.u-tokyo.ac.jp/
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